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歯科臨床において,現 在最 も注 目されている事
のひとつに歯周組織の再生療法が挙げられる。以
前は,い ったん汚染 されたセメン ト質には新生結
合組織付着 は起 こらない と考 えられていたが,
1980年代にヒ トにおける歯周疾患罹患歯 に歯周
組織の再生(新 生骨,新 生セメント質,新 生歯根


























択 とトリミング,欠 損部への固定,歯 肉弁のデザ
イン,メ ンブレンが露出 しないような歯肉弁の縫
合が必要 となるため術式は煩雑 となる。GTR法
























おけるGTR部位 は,定 期的な リコールが行われ
た群 よりも術後1年 から4年 にかけてPALの喪失







ため,術 者のスキル アップだけではなく徹底 した
患者教育 を行 う事でモチベーションの低下を防ぎ,
良好な口腔衛生状態 を保つ ことが何より重要であ
ると考 える。
